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１．概要
　1 日の外来受診患者数は約 100 から 110 人であった。年間の入院患者数は 672 人であった。手術室を
使用した手術療法は年間 442 件であった。
　中耳炎、めまい、難聴、顔面神経麻痺に対して投薬治療を行い、改善を認めない場合は当院にて外科
的治療を行った。また、耳鳴り専門外来を新設し、専門的な治療を開始した。アレルギー性鼻炎、副鼻
腔炎、鼻中隔湾曲症に対して、患者の病態や希望にあった治療（手術療法や投薬治療）を行った。慢性
扁桃炎や睡眠時無呼吸症候群に対して、口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術を行った。また鼻出血、急
性扁桃炎、喉頭蓋炎等の救急疾患については、重症度に合わせて入院治療を行った。咽頭・喉頭・甲状腺・
唾液腺等の良性腫瘍に対しては、適応を定めて手術療法を行った。悪性腫瘍に対しては、それぞれの患
者の状況に合わせて、根治と機能温存のバランスを取り、手術療法、化学療法、放射線療法の 3 種を組
み合わせて治療を行った。再建を必要とする様な症例も積極的に当院で行った。

（部長　小澤　泰次郎）

耳鼻いんこう科

２．新規登録疾患
総数：2,593件

耳鼻いんこう科の腫瘍 333件（12.8％）

副鼻腔炎 215件（8.3％）

難聴 285件（11.0％）

めまい 334件（12.9％）

咽頭炎 159件（6.1％）

扁桃及びアデノイドの炎症性
疾患 173件（6.7％）

喉頭炎 151件（5.8％）

アレルギー性鼻炎 122件（4.7％）

中耳炎 161件（6.2％）

顔面神経障害 71件（2.7％）

その他 589件（22.7％）
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３．活動報告
　⑴　患者状況
　　　　年間外来患者数 24,741人 年間外来新患者数 3,188人
　　　　年間入院患者数 8,105人 年間入院新患者数 645人

　⑵　入院患者の状況
　　①主な救急疾患（入院加療を要した）　　　　　　　②主な手術療法（手術室使用）

疾患名 件数（件）
急性扁桃炎・扁桃周囲の腫瘍 41
急性喉頭蓋炎・喉頭炎 33
めまい 18
顔面神経麻痺 13
突発性難聴 12
鼻出血 5

計 122

術式 件数（件）
口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術 172
内視鏡下副鼻腔手術 53
リンパ節摘出術 44
気管切開術 31
甲状腺腫瘍手術 28
鼓膜チューブ留置術 23
耳下腺腫瘍手術 19
頸部郭清術 18
喉頭微細手術 14
咽頭悪性腫瘍手術 11
喉頭全摘術 5
顎下腺摘出術 1

計 419

疾　患　名 主となるICD－10病名 件数（件） ICD－10

めまい その他の末梢性めまい 279 H813
メニエール病 41 H810

耳鼻いんこう科の腫瘍 口腔及び消化器の性状不詳又は不明の新生物，口唇，口腔及び咽頭 97 D370
中耳，呼吸器及び胸腔内臓器の性状不詳又は不明の新生物，喉頭 42 D380

難聴 感音難聴，詳細不明 179 H905
突発性難聴（特発性） 44 H919

副鼻腔炎 慢性副鼻腔炎，詳細不明 203 J329

扁桃及びアデノイドの炎症性疾患 急性扁桃炎，詳細不明 72 J039
扁桃肥大 62 J351

中耳炎 非化膿性中耳炎，詳細不明 83 H659
中耳炎，詳細不明 69 H669

咽頭炎 急性喉頭咽頭炎 121 J060
急性咽頭炎，詳細不明 38 J029

喉頭炎 慢性喉頭炎 151 J370

アレルギー性鼻炎 アレルギー性鼻炎，詳細不明 121 J304

顔面神経障害 ベル麻痺 70 G510



学会発表（医局）
＜耳鼻いんこう科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 移植後IgA腎症再発予防に対する扁摘の有効性の検討 筆頭演者 竹本　直樹 第35回日本耳鼻咽喉科
免疫アレルギー学会 旭川市 2017/4/13 S

2
ポリグリコール酸シートを
用いた外耳道基底細胞癌の
治療経験

筆頭演者 竹本　直樹 第118回耳鼻咽喉科学
会総会学術講演会 広島市 2017/5/18 S

3 経鼻胃管栄養剤としてのとろみ付き栄養剤の使用経験 筆頭演者 小澤泰次郎 第41回日本頭頸部癌学
会 京都市 2017/6/8

4 下咽頭に発症した尋常性天疱瘡の1例 筆頭演者 山口　慎人
第30回日本口腔・咽頭
科学会 総会ならびに
学術講演会

金沢市 2017/9/8

5
中耳伝音系の違いに着目し
た耳小骨固着と耳硬化症の
差異についての聴覚医学的
検討

筆頭演者 山口　慎人 第27回日本耳科学会総
会学術講演会 横浜市 2017/11/23




